
 

 

 

 

 

 

学校評価への御協力ありがとうございました。  

 1 月に実施しました学校評価に、お忙しい中、保護者・地域の方に御協力いた

だきましたことを感謝申し上げます。アンケートは全保護者、全教職員、地域の

代表の方に回答をお願いし、全部で 4４2 件の回答をいただきました。集計した

結果やご意見について、お知らせいたします。  

 アンケートの回答は 4 段階評価ですので、数値化して合計したものを総数（全

回答数）で割り、ポイントとして記しています。表の（）内の数値は昨年度との

比較となります。  

※例「（４p＋３p＋２p＋１p）÷４人＝2.5ｐ」となり、2.5 が平均となります。  

 

（１）学校について（学校の指導方針は共感でき、特色ある教育活動に満足している。）  

No. 評  価  項  目  ポイント  

 1 春日小学校は、指導方針をていねいに伝えている。  ３．５（＋０．１） 

 3 春日小学校は、地域や子どもたちの実態に応じた活動に取り組んでいる。 ３．３（＋０．１） 

 

（２）子どもについて（子どもは好ましい友達関係があり、楽しく登校している。）  

No. 評  価  項  目  ポイント  

 8 春日小学校の子どもたちは、社会的ルールやマナーが身についている。  ２．８（＋０．３） 

11 春日小学校の子どもたちは、困難にくじけない粘り強さがある。  ２．８（＋０．２） 

12 春日小学校の子どもたちは、お互いに助け合い仲が良い。  ３．２（＋０．３） 

 

（３）教師について（先生は子どもをよく理解し、授業が分かりやすい。）  

No. 評  価  項  目  ポイント  

 ４  春日小学校は、子どもに「わかりやすい」授業をしようと工夫をしている。 ３．４（＋０．３） 

9 春日小学校の子どもたちは、基礎的な学力が身についている。  ２．８（±０．０） 

10 春日小学校の子どもたちは、自分の考えをきちんと伝えることができる。 ２．９（＋０．２） 

   

（４）施設・設備について（学校は安全に気を配り、環境が整っている。）  

No. 評  価  項  目  ポイント  

 2 春日小学校は、命の大切さや思いやりの心を育てる指導や取組をしている。 ３．４（＋０．１） 

6 春日小学校は、子どもの安全に気を配って環境を整えている。  ３．５（＋０．２） 

 7 春日小学校の子どもたちは、安全に気をつけて「命」を大切にする。  ３．１（＋０．２） 
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（５）人権教育について  

（学校では、人権教育が推進され、人としての尊厳と責務を重んじる教育がなされている。）  

No. 評価項目  ポイント  

 ５  春日小学校は、子どもの不安や悩みにていねいに応じている。  ３．５（＋０．２） 

 

回答の中に、これからの春日小学校をよくするためのご意見を多数頂戴いたし

ました。ありがとうございました。  

一番多くのご意見があったのは、「挨拶」についてです。  

今年度は、「挨拶ができる春日っ子にしよう」ということを、大きな一つの柱

として全職員で声をかけて取り組んできました。年度当初は声が出なかった子ど

もたちもいましたが、だんだんと挨拶が返ってくるようになりました。途中から

は、「大きな声で」「自分から」「相手と目を合わせて」と上手な挨拶へステップ

アップするよう、各学年・学級で具体的な指導を繰り返しました。今では校内で

すれ違う時にも挨拶がしっかりできています。しかし、登校時に出会う地域の交

通指導の方、集団登校についてくださる保護者の方には十分に挨拶ができていな

い子どももいます。本校では、来年度も継続して指導をしていきます。ご家庭で

も挨拶の習慣をつけること、地域で出会う子ども達にも「元気な挨拶をしようね」

と声をかけていただくなど、保護者、地域の皆様にご協力いただきながら、校外

でも挨拶ができる児童の育成を目指してまいります。  

学校評価のポイントの中で唯一、前年比±０だった項目は、「基礎的な学力の

定着」でした。基礎的な学力を身につけさせていくことは、学校の重要な役割だ

と考えています。5 月実施の学力調査の結果をもとに、朝のスキル学習（国・算）

を実施しました。一番の課題である記述式の確認問題を１２月に取り組んだとこ

ろ、算数・国語共に正答率が約 10～30％上昇する結果となりました。また、そ

れぞれの教科で書く活動を意識して取り組んだことで、自分の考えや説明を書く

ことができる子が増えてきています。これからは、「どんな目的で、何を、どの

ように書くか」という視点をもった記述ができるようにしていきます。さらに、

学習内容に応じて、自分の考えを確かめたり、広げたりする対話活動を取り入れ

ています。ペアでの対話、グループでの対話、いろいろな人と交流するフリート

ーク等を組み合わせて実施しています。子ども達どうしで話しながら考えを深め

ていけるような質の高い対話活動を目指し、今後も指導していきたいと考えてい

ます。  

その他にも、多様なご意見をいただきました。学校の教育活動につきましては、

本校ホームページの「今日の春日っ子」を、課業日はほぼ毎日更新しお知らせし

ています。施設・設備等の整備につきましては、児童の安全を第一として学校で

できることは迅速に対応し、必要な場合は市へも要望を上げていきます。賛否両

論あるご意見や児童個人が特定される情報提供の要望等においては、公教育の立

場上できることと、できないことがありますことをご理解ください。様々なご意

見の趣旨を考慮しながら、今後の教育活動に生かしてまいります。今後とも本校

教育への御協力をどうぞよろしくお願いいたします。  


